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Abstract

Atthetimeof noloadchargingoflongtransmissionlines,reCeivlngendvoltage

Tnay COnSiderably rise than that of sending end byFerranti-effect.

Asa remedyforit,Suitableshuntreactorwillbeinsertedto the tertary circuit

Of receiving end transformer,then,VOltage-risemaybelowered somewhat.

Here･itisimportanttoinvestigate theinsulation and corona discharge dueto

VOltage-rise.

Itis,therefore,nOtalways necessarytofindpreciselythevoltageat everypoint

alongtheline,butalsoitismoreimportant to丘ndthemaximum voltage andits

POint on theline.

In this thesis,theauthor explainsthis problem shortlywith someexample.

[I｣緒 言

一般に軍→送電系統に於て受電端に れ力率の負荷を

かける場合には､迭電端より受電端に向って梶路の電厘

は次第に低くなるから紹緑を脅かされるおそれはない｡

Lかし受電端を開放したまゝ線路に充電々流を通ずる

な場合には､所謂フェラソティ教具により受電端電墜は

蓬層端電歴に比し著しく上昇することがある｡

その防止策の一として受電喘 器の≡次側に適酋な

分路リアクトルを挿入する方法があり､これによりこの

現象は或る程度緩和される｡

なおこの様な場合に問題になるのは主として電壁上昇

*日立製作所多賀工場

に伴う絶秩並びにコロナ放電の粘であり､従って之等を

璽するために線路途中の に於ける電嘩分布を

細に知ることは必ずしも必要とせず､寧ろ線路途中に於

ける最高閤壁値 びにその謹呈租識を求めることの方が

手取り速く､且つ之れを求め得れば輿えられた送受両端

の電歴と共に自ら胃壁分布の大腔の傾向をも察知し得て

手数も省ける であり､一挙両得と考える｡

以下その理論を簡単に述べ､併せて資別につき語調す

る｡

[ⅠⅠ]哩

｣投に速習裸の受電端より ガl;m践てた 地]

る線路の胃壁ガ∬は次の(1)式で表わされる｡

に於け
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ガヱ=風月〔OSh紬+ん身｡Sjnb蝕……(1)

盈β:受電端雷匿

f斤:′′ 電流

β=･/盲㌃=停播定数

え0=〆
ご

y
=波動インピーダンス

左:迭電線のインピーダソス(km雷り)

お:// アドミッタンス(// )

依ってかを極大ならしめるためには

d盈∬

d〃 =ガ斤βsinh錐+JβZoβcosb距=0

方々Sinll紬+J月Zocosb紬=0

且J.･
Sinhβガ

COSllβガ

tanhβガ=-

=-J児Zo

J斤`z｡

畑..
……‥･…‥(2)

tanb~1(吐抑=-を-】og8ノ
(1十α)

(1-α)

‥‥……………･(3)

依ってガ〟,f月,点0,βが求められゝば(2),(3)開式

により∬即ち最高雷匪草生地顆の受電端よりの距離が求

められ､従って(1).式により最高電堅の値も求められる

霹である｡~但し純数嬰的に云えば更に極大極小の別を判

定すべきであるか､この場合にはその物理的意義より考

えて､極小値の存在は考慮の故地がないから以上の詮妨

で差支えない｡

[lIl]賓 例

以上の提案を更に具醍的に詮妨するために以前計毒さ

れた日本垂蓮電合融2201てⅤ西日本幹線の設計資料を参

考にして述べる｡

(1)前提條件

1.蓬電線

論特集眈

84

第32巻 韓2既

伊丹(蓬雷端)西谷(受電端)問一同糠とし線路亙長

を500km とする｡

2.線路定数

屈=0.089β/km

エ=13mH/km

C=0.009JIF仲m

とする｡

従って

g=0.089+ブ0.49β/km

痘=ブ3.39×10-ペ酎km

･
.
Z
･
〃
U

/γ･ZO

於60`b

=0.000116+ブ0.0013

=382-ブ34

3.撃墜器インピーダンス

蓬琶端欒遼…器(≡相60,000lくVAx2垂)一次=衣問

のインピーダンス=ブ72.5J2

(三相60,0001くVAx2箋)一次=次問

のインピーダソス=ブ80J2

受電端攣腰幕≡次のイソピーダソス=ブ19.3J2

但し何れも220lくⅤ例換算とす｡なお迭電端は

一次側､琶受端は二次側で夫々琶整を測定する

ものとする｡

4. 度器及び分路リアクトルの抵抗分を無視する｡

5.送電端雷墜を十次(1401くⅤ)側負荷時雷堅調整製

置により 200kV一定に保つ｡

以上の諸條件のもとに於て受電端無負荷のまゝ分路リー

アクトルの容量を準えることにより､軽々な受電端雷墜

に應ずる線路途中の最高電匪並びに琶上堅分布を求めてみ

る｡なお上ヒ較のために分路リアクトル無しの場合(即ち.

フェランティ数果を表わす)並びに蓮受電端共220kVの

場合についても求めてみる｡

(2)結 果

1.蓮冒端琶歴200kV受電端琶踵2201くⅤの場合ひ

肝要の分路リアクトルの容量を電力固線圏(故には省略〉

より求めれば､この場合は32,500kVAとなり､且つそ

の端子琶墜は
217.5

了3
125･5kV となる｡
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第1固 無負荷充電時の場合

(迭電端電塵§200kV,受電端電墜220kV)

Fig.1Condition ofnoLoad Charglng･

(SendingEnd200kVandReceiving

End220kV)

;投

凰1ち

:ん･:=
32,500

/訂~×217.畠

J〃=-グ86.3A

=86.3A

7 P

々mr缶=庖朗y

ん=-J碓JJ

第2固 第1囲に封する受電端ベクトル緑園

Fig.2 Vector Diagram of Receiving

End forFig.1.

PT間色ロち受電端奨璽器十英二家中の電堅降下=80×

86.3=6.9kV

故にP の電墜即ち

ガ尺=127+6.9=133.9kV

(緑問値は232kV第3国中に示す)

(2)式に之等の数値を代入すれば

tantl(0.000116十ブ0,0013)諾=

或は

一夕86.3(382-グ34)
133,900

=0.0219+ブ0.246

tanll-1(0,0219+ブ0.246)=(0.000116+タ0.0013)∬

次に(3)式に α=0.0219,β=0.246 を代入すれば

tantl-1(0.0219+グ0.246)

+J

㌻logイ
(1十0･0219)ヱ十0.246ヱ

(1-0.0219)=+0.24郎

1800-tan~1し
1.0219

)+tan-1こ認諾)

=0.0205+ブ0･237

0.0205+ブ0.237=(0.000116十ブ0･0013)∬

之より 打幸182.5km

(最高電匪叢生地葦の受電端よりの距離)

を得てl更にこの

式より

に於ける竃匿ガ∬を求めれば(1)

血=137.69kVlOO18′(線闇値は239kV)

依って南端電堅と共に大隠の傾向は見普付いたが､参

考迄に他の二三の地粘につき電匿を求め一括すれば第l

表の様になり､之れよりこの場合の雷贋分布の状況が判

る｡(第3凪中に示す)_

第1来 電匿分布一覧表

同様にして分路リアクトルの容量を程々廼えた場合の

特性を求め第3圃に組括して示す｡

一方線路のコロナ損と電匿との関係を求めれば概ね第

3圃右方の様になり､雨天時225kV以上ではコロナを

謹皇するから､この粘より考えて分路リアクトルの容量

は36,000kVA以上必要なことが分る｡

なお鱒端電壁が相等しい場合には郎射ま略モ左右封偶

になる｡

更に最高電塵地男与に放ける電流は何れも零であること

を附記しておく｡

[ⅠⅤ]結 言

以上述べた通り本法による時は､従来往利こして見受

けられる方法､即ち各地

葺き､その曲線上から最 高

の電匿を求め雷墜分布曲線を

並びにその大さを見

普付ける方法よりは一層理論的でありヽ従って正確でも

あり且つ簡軍であると考えたので提案した次第である｡
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第32巻 第2既

第3鼠 無負荷充電時に於ける琶歴分布並びにコロナ損失曲線

Fig.3 Voltage Distribution and Corona Loss Curves at no Loadぐharging.
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有賀りは相営大きくとることが出来よう｡即ち約20%負荷

が噂加しても先づ股調の心配はなかろうと大陸の預想を

つけ､然る後に詳細な計算を行った次第であり､結果は

実に違わず安定運轄の出来ることが分った｡

つまり本例の様に相昏複雑な諸條件のもとに算定する

清

場合には蔑め以上の様な簡略化した同格條件につき預際

計算を行って大官豊の傾向を調べておくことは強ち無意味

でもあるまいと考え故に附銀として蛇足を加えた次第で

ある｡




